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　第一部会衛星系分科会においては、昭和55

年6月27日付け第一部会決定「第一部会に

おける審議の進め方について」に基づき、昭

和56年度の宇宙開発関係経費の見積り方針

に反映させるべき事項について審議を行うて

きたが、その結果をとりまとめたので報告す

る。
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VI　その他の施策

　　1　研究開発の強化

　あとがき

　（参考1）第一部会における審議の進め方について

　（参考2）第一部会衛星系分科会構成員’…………・
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1

科学の分野・

，　　要　望　さ　れ　た　事　項 審　　　　　議　　　　　経　　　　　過　　　　　・
’，

@　　審　　　議　　　結　　　果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兜P．　第10号科学衛星（PLANET－A）

（文部省）
o

地球軌道より内側の惑星間空間プラズマの研究 1．　惑星間プラズマの観測及び昭和61年に太陽に接近する入レー 地球軌道より内側の惑星間空間プラズマの

及びハレー誉星の紫外線による観測研究を行うこ 彗星の紫外領域における観測を行うことは有患義である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

研究及びハレー彗星の紫外領域における観． ｪ
とを目的とする第10号科学衛星（PLAN、ET
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；一A）をM－3S改1型ロケットにより昭和59

@　　　　　　　　　　●N度に太陽周回軌道に打上げることを目標に、昭

　第10号科学衛星（PLANET－A）の目的は．宇宙開発計
諱i解櫛4鞭決定）において「地球・金騨傍の惑星間プラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ズマの研究、金星大気の光学的観測・研究等」となっているが、今　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　魯
､究を行うことを目的とする第10号科学衛

ｯ（PLANET－A）を、昭和59年度に　　　　　　　　　　r　．　　の

ｾ陽周回軌道に打ち上げることを目標に、開

和55年度に実施した開発研究の成果を踏ま；え開 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝�ﾌ要望においてこれが変更されたのは、ハレー書星の観測に対　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

発に着手することは妥当である。

．発に着手したい・

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

して世界的に関心が高まっていること、及び本レー彗星と金星大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

Cの両方を同一軌道上で詳しく観測することは技術的に困難であ

o．・

　　　　　　　　　　o驍ｽめであり、この変更は妥当である。

　　　　　1

なお、・・レー彗星確測は、米国にお脚下彗星の襯と相補　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i ●

的な性格を有するものとして、非エネルギーあ野の日米研究協’力

　協定の協力課題の一つとなっている。

Q　本衛星は政策大綱における「月・惑星探査シリーズ」’の衛星で

・●

D・

あり、政策大綱に示された方針に適合するものである。
●

｝

a　本衛星については、従来の科学衛星の開艶により得られた技術

I実績及び昭和55年度に行われる開発研究の成果を踏まえ、惑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

星間空間の環境に耐えられるような配慮を行うととにより、昭和

●

　　　　　　　　　　　　1卜　　　　1
T68F度に二二に亭亭す；r罎ま、昭和59年度に打ち上げることが

●

可能であると考えられゐ。　　　　　　　　　・
P

なお、開発を進めるに当たっては、広く各方面の専門家の協力
●

一1一
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要　　望　　さ　　れ　　た　　那　　項 審　　　　議　　　　　経　　　　　過 審一　　議　　　結　　　　果
●

吃

を得ることが望ましい。　　　　　　　　　　　　　　　　’

、

2　第11号科学衛星（ASTRO－C） 9

（文部省）

活動銀河の中心核におけるX線源の強度、時間 1．　これまで我が国の術星では観測できなかった遠方の活動銀河の 活動銀河の中心核のX線源の観測及び多様
変動等その物埋的性質を解明するとともに、多様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

X線源について、X線強度・スペクトル及びそれらの時間的変動 塾なX線天体の精密な観測研究を行うことを目

なX線天体の精密な観測研究を行うことを目的と を観測レ、物理的性質を解明するとともに、多様なX線天体を精 的とする第11号科学衛星（ASTRO－C）

する第11号科学衛星（ASTRO－C）をM一 密に観測することは有意義である。，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

を、昭和60年度に高度500Kmの略円軌
3S改1型ロケットにより、1昭和60年度に高度　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 2　木衛星は「天文系科学観測シリー・ズ」の衛星であり、’政策大綱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

道に打ち上げることを目標に、開発に薪手す

500K叩の略円軌道に打ち上げることを目標に、 に示された方針に適合するものである。 ることは妥当である。

昭和56年度から開発に着手したい。 a　本衛星については、従来の科学衛星の二野により得られた技術

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」I実績を踏まえ、各種観測装置、衛星共通機器等の開発に昭和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

56年度から着手すれば、昭和60年度に打ち上げることは可能
o

であると考えられる。
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u 観測の分野、

’　　要　　望　　さ　　れ　　た　　事　　項 審　　　　議　　　　　経　　　　　過　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　■ 審　　　議　　　結　　　果　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

1．　静止気象衛星3号（GMS－3）　　　　　　　覧

　（運輸省）

@我が国の気象業務の改善及び気象衛星に関する

Z術の開発に資することを目的とした静止気象衛

1．　静止気象衛星による観測は、台風、前線等広域にわたる気象現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

ﾛの常時監視に有効であると考えられ、昭和S6年度に打上げ　　　　　　o

　　　　　　　　　　　　　●
@気象業務の改善及び気象衛星に関する技術

@　　　　　　　　　　　　　　　　　9ﾌ開発に資することを目的とした静止気象衛

星3号について、静止気象衛星2号（GMS－2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！ が予定されている静止気象纏2号の寿命が尽きる糊に後徽 星53号については、静止気象衛星2号の予備’
の寿命期間が終rするil召和59年度に、　N一・n口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

を打ち上げる必要がある。 衛星を昭和57年度以降にリハービッシュし

ケットにより、静止軌道上東経140度付近に打 2この後続機につ転・ては瀞止気象衛星2号ξほぼ同規樵同性 て打ち上げることが可能かつ効率的であると

．ち上げることを目標に開発に着手することを票望 能の纏でミッジ。ンの猷に支障がないこ主、予備星の有効
考えられる。

●
；

す・る。

@また、衛星寿命について、5年以上を目標とし

ﾄ長寿命化を図ることを併せて要記する。

利用が図れることなどから、静止気薯衛星2号の予備衛星を昭和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i57年度以降にリハービッシュし静止気象蛭石3号として打ち上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　●げることが可能かつ二言的であると考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

　また、打上げ失敗に備え、予備衛星が必

vである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　●＝@静止気象衛星3号の打⊥げ失敗に備え、’そあ予備衛星が必要で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

●

ありパまた、これは静止気象衛星2号⑱打上げが失敗した場合、

静止気象衛星3号として転用することが可能でφる。

　なお、静止気象衛星3号の予備衛星は静止気象衛星・3号の打　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

繧ｰ時点までに用意されている必要は必ずしもないので、こ’の予

で

備衛星の開発は昭和57年度から着手することが適当である。

4　また、衛星の長寿命化については、今後十分に検討することが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

望ましい。
・
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審　　　　　議　　　　　経　　　　　過

2　測地衛星1号（GS－1）
●

1

（科学技術庁）
1
　
日
本
測
地
原
点
の
確
立
、
幽
測
」
也
三
欄
の
肛
、
1 1．　領海、経済水域に関する国際的な状況等の変化に伴い、日本及　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　； 　　　　　　　　　　　　4坙{測地原点の確立、国内測地三角網の規

1　海洋測地網の整備等を行うことを自的とする測地 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ﾑその周辺における精密測地網をできるだけ早期に確立する必要 正、海洋測地網の整備等を行うことを目的と

衛星1号（GS－1）につ転・て、耳一1第2段試 　　　　　　●ｪある。 す1る測地衛星1号（GS－1）について、引．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1O川ロケットにより・昭和60年度に打ち上：げる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…ことを目標に、引き続き開発研究を行いたい。

　このため、測地衛星システムとして測距精度のす●ぐれたレー・ザ
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i反射体を装着した気球型の測地衛星1号（GS－1）を打ち．上げ

き続き開発研究を行うことは妥当である。

幽
ることぽ有意義である。

　　　　　　　　　　　　　i

E　　　　　　　　；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝Q　これまで、レーザ反射休の特性の検討、球休を構成する膜材の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

詞ｱなどを行ってきているが、さらにレー亭反射休、膨張機構等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i要素技術の開発モデルの試作試験について、開発研究を進めるこ

とが必要であ．る。

■
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要　　望　　さ　　れ　　、た　　ξ拝　　項 審　　　　議　　　　経　　　　過 密　　　議　　　結　　　果

3、電磁環て境観測倫星（酬王；05）

@（垂1’政名）
●

一

‡色上黙線温信及び惇魯黒鴛亜信署 　　　　　　隔ﾛ、電1磁・：環づ寛も4・ラ飾φ・うぐづフロ〉皮「滞1く和た5拡、， 電磁環づ羨ノち守5艮序つ・うぞイクD

の埋，田は、電波つ伝搬煤質、回信
?ﾃ互つ恨信、電ラ皮雑毛’等1こ影響・’さ鳩こと薦、こ祁電波環均抑竣

k’；マ伽聯助略脚島茨

肺及麟につ量1て観別弘謁ま有麟て“あ3。2．’このヂラ信且的に1≠票纈ラ則器とレzは、電離層観那纏（1∫3一ム）の搬測器の一毛隊良買秋

V規φ翻慣づ喉討諒てU5回れら噸翻

浪糖【＝わ禧3広11凋三友数庫，rういで六工篠〒星・を用11Z観測す3こと

A粗的としで、観測親につ碇の
ﾎ賢震rlと引き奈免…ヒ遍め5：＝ヒぼ妥

三布1くフ1に廃見測す3ノ≠蓉づ、・あ3　　　　　　　　　　　　　　　0　！

鵠ヒづ1、ては、舛蛾の阯及が鶴麟細 当℃”あ3。

この劫電離層観洌三三1工∫gl』）によ3碑呆吃踏まえ、その梅肩芝を属克
測翫しエ欄靴胸と曜嫉三分‘＝行うご≠要一つ博1あ3　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　0

LZ、電磁環境観測発症（酬ミ0ε）

薰a琢P6牌残ご’うk・：偽よ露こ凌

e前壁離硫乏行う。1

蒜・人工囎℃しマつシステム諦ゆ”Z瞬つ研蘇甥乏踏畝で行う二ぴ適当と考え9砺　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o二つ際・イ釣ミッンヨ翼噸合等の同細齢

つ78託強磁す；＝と劃望音し日。
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要　　望　　さ　　れ　　・ノミ　　～∫τ　　．項 審　　　　議　　　　経　　　　過 審　　　議　　　結　　　果

ヰ．VOlR計画謬加の葎めの電’離層観2痒疑置
ひ

’．@　　　　　．

（斜彰ヰ支術勿

米国航欝雷局か予定して略金星周

�ｻ：査乍躍くVOIR）笥酬＝参加弗吻：

工卿政危電譲研噴所は、三門瀧守霜局（NA踏）が潤しで鳴鑓闘塚査衛星（Voi型幅へ

σ

同樹星に旙載す5電1離層観刃り三三の 吟細麟蜘・狸（A．のド貢干しで癒発し、
●●

ﾕ飛研動＝清れ長い。

@こ重ア政勾　　　　　　　i
盆星電離層観測計画（ソに⇒を花是索じヒ

繒･ψw、馬防斜倉σ）審議L6途沖k＝NA∫ハ

1

・米国・Nハ雪A二り1・全星問回課奪衡

　
多
v
シ
こ
の
手
探
象
か
不
課
甲
1
こ
恰
？
翼
雪
煙
3
脚
が
■

’星．計画に参加雰葎の、工∬’一』の電離：　　　　　　　　　　　　　！

　あう1㍉　　　　　　　　　、2、この蔦・り斜営技術方友釈唾F隊危隊VOIR・

観測装置の問謎乏イ：足違茅3。 計画へつ審加「ヒ晶群’し㍗こ物勘の研
も乍1わ凹いユとしし、本秩専＝望は：取ツ下！f’

1

Tと。
■

3、儲乳癌は鮒の懸瞬翻」…躍ヒ
@類似・〉搬，測器を1電磁環；境観測倫鼠 ・：ず

（1三卜｛了三〇」S」⊃‘＝一芋フi隻●『董試さす3ことでとフ険室≧ナし’1こ3～㌧ジ、

こ壕蒔℃“行われ表本絆ド関一お研嚢り　ギ泉

は，電誰層観…刻器の惟弱芝向上のア…の4フ石＝ワ

pこ3炸鮭ぐ詫あ、燃説の～二考久獣言　　　　　　　　　　　　　　　　　o

●

∫　　　　　　　　　1
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要　　望　　さ　　れ・　た’事　　項 審　　　　か議　　　　経　　　　過 ．審　　　議　　　結　　　果

oぢ，陸域餐見測後〒星1号（LOS覧D σ　　　　　　　　　　ひ

（科学」支杯や方『）

睦・域’観馴往〒星の墓域践探テの慮立 イ，簸珍問註丹砂として濃林ヲ鱗螺境 能動7型莚見測技課〒の確立セ図3と

　　　　　　　　　　　　　　1y伊揖奎t＞す一の機能試験膨テうと 保全、防簗．沿岸域’監視等の利吊分野にあ・D ヒもrこ、r奨ラ原諺霞査を主目的ユ：こ∴く

とも尺，引照調査、墓門く、i環・τ箆保全、 て、循i了星尺よ＆篠昆ヲ則；と行うとと．壱！く：，斧ε重。型 農杯漁業、環境保全、磯、
吻災，資源探i醸の他のネ’1雨分野の隅切 観測蘭騎の確立忘図3こ≒は：有尭義であ ．男〉ラ≒工滅、’監ネ見：等の窪見ラ則色

嚇観測鎗うことを助ヒT3P嫉観測
乙
～
．
．
ρ

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

S了うこと　ミヒ’∈ヨ白うヒず3工℃甥く

鯉1号（L・S一｛）につnで附一羊叫（二＝・羊斐〔式）1て二より，日曾1手C762与ノ隻1こ丁丁’上1ず’3ごと

2，このため、こ雌で進峡映合成朗ロ
@レーダR関てる祈事．、海群観側衛星1号の

資ラ原握〒屋．’号（E≡kS－4）を．H一工

mう「。ト（こ一船1弍）1＝より打ち」bけ・・さ

匙臼癖、に開凝固究1ミ治手した単一
　　　　　　　　　　　　　1　、

G多聞閑癸二．等の成果芝…塗奮ま之、〔能璽ク’型多現う則 ことも目耳票に開発汚汀究に差舟τ3

σ
1

技術の握立千舟図3ととも斥、資；源課漫筆 こヒは嘗L当で・あ3。

6，壱岐探査偉丁星1号（MER：E＄一て＝） 　　　　　　　　　　　　　‘蜩ｱ銚プに’平平聖篠見…演U芝…ヂラ・うことを目白’ヲとす3 特に、’q成朗ロレーケ’そのイセの

（遭L商違．蒙省〉 ’聯求賀源斗星ブ号（ERS－Dlてっ、、で、 ’ヒ）η一にっ、、ては、積極的

世，界全体にわた3、広域：な資源探査と行う ．　H一工　ロケワト（ニ＝≠憂1ぎぐ＞1こより月疎σ61卑度ピ奏代 に野馳「と蓮顔う3輿辱7）いあ3。 o

睡郷探査衛星．に関西談術の隠避戦野 打ち」二け13叱幽禰淵弛汗究幡胸3
’
●
・

こもに、餐源：［ネ1しギ覧’政．判り積解り雑 し丈孕か・あ3．

開附・縮関蓮鱗・舗rの磁姻3＝ヒ 3，薬舗開O’レーダ乏の柁のセンサー一につ
目的ピ子3資源課邊幾〒星1号（ME一己S－1）を いzば、〒Lタ久3王聖浸衛の庸究友伊デ」夕

三韓6D与度に守丁ち上げ3こヒセ目癖R開発 解離技術等利用の肋6ろ酸を撞越的
亀

・襯と行う．． に叢め茎ヒヒもに、チ軒墨謄融、秤1●ヒソ♪一に、

　　　●f苅マ3・臭桐き白つケ諌、探〒的専求！条件，「と

7　高高ヒう載用合成開ロレダ 明ろ狸1＝ず3α、奪～ヵ“あ3。

頓7一
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要　　望　　さ　　れ・　た　　～∬　　項 審　　　　‘気議　　　　経　　　　過
審　　　議　　　結　　　果

。　　o

@（郵淑箱）　　　． 　　　　　　　　　　　　　　　　　画S、本衛星は、政：策夫綱尺み1↑ゴ∋毎回及が

将来あ最も鳥柱能な費波セン＃「．ヒしZ 隆域観測緯〒屋シり「え∴」ら・偉↑星であっ、自
㌦

期徹蚊・・葛衛星と繊鵬醐。 　　　　　　　　　　　　　　　　　、蜴ｯ術ら育：成を図りう一）圏発廟究”と進 　　　　　　　θ
Q

レー1ブ’の　》ス〒・∠、及’し幽乏己れ1こよき〒㌧タ ある於…孕力“・冴・き．．
●

忽逮・解祈・剥翻支術の闇発祈義

ｶ行う。　　　　　　　　．i

　碕，地王震資源衡星傍の開発劣三民を　　　　　　　　　　　　！蓮めるR当たって，8、牟雷繭発与業団、ネ1鼎

機蘭、縫す調圃鹸恥機閲，穴学
等の闘の緊密な丁易加威・奪で薦・　　　　　　　　　　　　　　し，

㍉　　　　1 o

9

●

o

．「

怐
F

●

5

　　　　　　　「，ﾓ　　　，

　　　●｡

　　　　　　　●
’き

一・ X一・
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m 通信の分野’
o

●　　要　望　さ　れ　た　事　項
審　　　　　議　　　　　経　　　　　過　　　　　’ 審　　　議　　　　結　　　　果

1．　航空・海上技術衛星（AMES）

（科学技術庁）
■

スピン型静止衛星に関する技術の確立を図ると 1・　スピン型静止衛星の設計、製作技術の確立を図るとともに、洋 スピン型静止衛星に関する自主技術の確立’

ともに、移動体通信衛星技術、航行衛星技術の開 上の航空機及び我が国の小型船舶との通信等に対処するため、移 を図るととも’に、移動体通信衛星技術、航行
発を行うことを目的とする航空・海上技術衛星　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

，半休通信衛星の技術開発を行うことは有意義である。
　魯

q星技術の開発を行うことを目的とする航空

（AMES）について、N一皿ロケットにより、 2．　本衛星（ρ開発に当たっては、衛星バス機器、アポジモー・タ、　ト ・海上技術衛星（AME，S）について、　N一

昭和60年度に打ち上げることを目標に開発研究 ランスポンダ等を自主開発するなど、自主技衛により設計・製作 皿ロケットにより瀞止軌道に打ち上げること
1と着手したい。　　　　　　　　　　　　　　　，

を行うとともに、移動休通信システムの開発、運用実験を行うこ を目標として、開発研究に着手することは妥

（運輸省）

@　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

ととしτいる・この方針は、宇宙開発政策大掴示され儲方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；

当である。

静止衛星を用いて太平洋域の洋上航空管制ジス と適合している。
■

b

テムを開発するための実験・評価，及び小型舶舶 a　また、これまでに衛星システムのフィジビリティスタディ友ぴ

をも含め・て船舶に対する航行援助並びに捜索救難 システム設計を実施し、技術的見通しを得ており、関係各機関に

の実験を行うことを目的とする航空・海上技術衛 おいても分担に応じて必要な装概の試作を行うなど研究が十分進
G

星（AMES）について、昭和60年度に打ち上 展しているので、航空・海上技術衛星（AMES）を昭和60年
．4

げることを目標に、開発研究に着手することを要 度にN－Hロケットにより静止軌道に打ち上げることを目標と

議する。 することが適当であり、航空・三叉技術衛星の開発研究に着手す
σ

（郵政省） ることが必要である。

海洋国として、現在我が国では、多数の船舶が 4　開発研究に移行するに当たっては、関係機∫知における辿絡調整

活躍しているが、現在の漁船等の逝信システムは、 を今後とも行う必要がある。
●

品質・容平等に問題が多いので、・これを改普する
●

必要がある。
．　　　　　　　　　　　　　　1

このため、伐が国の実情に適したll唾上通僧衛星
o言

「9一



豊

、

要　望　さ　れ　た　411：　項 審　　　　　議　　　　　経　　　　　過
審　　　議　　　結　　　果　　脚

システムを開発することを目的として、昭和60
の

’

年度に航空・海上技術衛星（AMES）を打ち上

げることとし、そのためのシステム及びミッショ ●

ン機器の開発研究を行う。
9

2．　実験用静止通信衛星（ECS一耳）
｝

（郵政省）　　　　　　　　　　　　　　　　1

　将来の増大する通信需要に対処するため、：ミリ
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i波帯中継器及ダ準ミリ波帯高性能中継器をとiう載

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
k将来㍉増大し多様化する鯉通信需要に対詰るため・実験用

ﾃ止通信衛星の打上げ失敗により不可能とな』た未利用周波数

　将来の増大する通信需要に対処するため、

~リ波帯中継器、準ミリ波帯高性能中継器等

．する実験用静止通信衛星ロ型（ECS一皿）’を昭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…ﾑであうミリ波帯の電波に関する実験を行うζと、及び既に実用 の衛星搭載用通信系機器、及び新しい衛星通

和61年度に打ち上げることとし、所要の開発研
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］ｻが進められている準ミリ波帯の電波の一層の効率的利用を図る 信方式の研究を行うことは妥当である。

究を行う。 ことは有意義である。

　　　　　：
2．　このため、ミリ波帯中継器及び準ミ．リ波帯商性能中継器につい　　　　　　　　　　　　　　　　　’古．　　　　　　　　　　　　　　　　　　b　　　　　　　　　　l

、

て、これまでの開発成果を踏まえ、試作試験を含む研究をさらに

進めるとともに、マルチビームと衛星内での高速度の回線切替を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

組み合わせた新しい通信方式を実用化するための基礎技術の確立

を目的として、所要の研究を行うことは必要である。
　　　　　　　　　o@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
R．　また、人工衛星としてのシステムの検討の陳には、他のミッシ 9

1

ヨンとの複合の可能性について検討することが望ましい。

a　O実験用放送衛星（EBS）
o

（郵政省） i

将来の放送需要に対処し、及び放送衛星の自主 1．　放送衛星の搭載機器あ国産化を進めること、一般家庭での衛星 将来の放送需要に対処し、及び放送衛星搭

一／〃一



●

要　　望　　さ　　れ　　た　　蔀、：　」頂 審　　　　　議　　　　　経　　　　　過 審　　　議　　　　結　　　　果

　■

Z術を確立するため、22GHz．帯送信機及び国 放送の直接受信をより容易にすること、及び新周波数帯1こおける 載機器の国産化に資するため、22GHz帯

産12GHz帯TWT増幅器を搭載する実駄用放 衛星放送技術についての実験を行うことは有意義である。 送信機及び12GHz帯TWT増幅器につい

送衛星（EBS）を昭和62年度に打ち上げるこ a　この’ため、12GHz帯TWT増幅器を国産化し高出力化す て所要の研究を行うことは妥当である。

ととし、所要の開発研究を行う。 ること及び新たに22GHz帯の周波数を使用する送信機につ

いて研究を行うことは必要である。
●

。a　また、人工衛星としてのシステムの検討の際には、他のミッシ
｝

ヨンとの丁合の可能性について検討すること’が望ましい。

4．　通信技術衛星（ACTS－G）

（郵政省）

宇宙通信が宇宙開発の基幹的技術の一つである 1．　通信の分野における衛星利用の大規模化、多様化、高度化など 将来における大規模かつ多様な宇宙通信技

ことiこかんがみ、この分野の自主技術の確立を図 の世界的動向を踏まえ、その基礎的技術であるマルチビー・ムアン 術の基盤を確立することを目的として衛星搭

るとともに、将来の通信需要の増大及び多様化に テナの研究を引き続き進め、技術の蓄積を図ることは有意義であ 載可能なマルチビームアンテナの研究を引き
し

対処するため、新しい周波数や通信方式の開発、 る。 続き進めることは妥当である。

衛星間通信技術などの確立を図る必要がある。 2．　将来、陸上移動体との通信、周回衛星を対象とする衛星間通信

これらの開発の一環として、陸上移動体ぎの通 等に必要な技術開発を目的とする衛星を開発するに当たっては、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℃
’：　　　　　　　，

信、周回衛星を対象とする衛星間通信等に必要な マルチビームアンテナ以外にも通信方式等の基本的な技術の研究
■

技術開発を目的とする通信技術衛星（ACTS一」 が必要とされるので、これらについても検討を進めるととが望ま

G）を、1昭和60年代前期に打ち上げることを目 しい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

標に最も基礎的な技術であるマルチビームアンチ
●

ナの研究を引き続き・進める。
●

i
｝

●

一〃一



，

要　望　さ　れ　た　事　項 審　　　　　議　　　　　経　　　　　過 審　　　議　　　　結　　　果
冒｛　　一

　　，T．　衛星利用捜索救難システム ，

（運輸省）

宇宙開発計画の通信の分野の開発計画のうち、 1．　船舶及び航空機の遭難情報を迅速に入手し、遭難位置を短時間
●人士衛星を利用した捜索救難システムに関

研究の項を「・・・・…移動体との通儒、航行援助・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

かつ正確に決定するため、人工衛星を利用した捜索救難システム する所要の研究を行うことは妥当である。

管制および捜索救難のための技術雌びに衛星間通 の確立を図るζとは有意義である。

信技術の研究を行う。」と改めることを要望する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 　　　　　　　　　　　　　　　　　■
Q　人工衛星を利用した捜索救難システムは将来の世界的な遭難安

薯

（郵政省）　　　　　　　　　　　　　　　i 全システ拳の重要な構成要素になると考えられることから、国際

衛星を利用した国陳的な捜索救難システ4の開 機関においても研究が進められているので、残が国としても、関

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　且ｭに資するため、周波数拡散通信方式を用りたシ 　　　　　　　　　　　　　　　ワW機関’の間で長期的、国際的視点に立った研究を進め、国際的な

ステムの研究を行う。 捜索救難システムの開発に資する必要がある。

　　　　　　　　　　1
ﾌ a　このため、海洋観測衛星1号等を利用した実験を行うなど所要

の研究を行うことは必要である。

1

’

：

●

’
：

■

9

●

　　　　　　　　　　　　　　　　●C　　　　　　　　　　　　　　1

」 o

●

鴫1㍗
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宇．宙実験の一分野．

■ o　　・

要　望　さ　れ　た　事．項 審　　　　　議　　　　　経　　　　　過　　　　　0 審　　，議　　　‘結　　　果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覧P．　第一次材料実験（FMPT）

（科学技術庁）
9

スペースシャトルに我が国の科学技術者が搭乗
　　●k　宇宙空間の特性を利用して材料等の実験を行うため、米国のス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳

スペースシャトルに我が国の科学技術者が

し、宇宙空間の特性を利川した材料実験等の各種 ペースシャトノレを利用し、第一・次材料実験（FMPT）を行うこ 搭乗．し、宇宙空間の特性を利用した材料実験

宇宙実験を行うことを目的とする第一次材料実験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

iFMPT）について、昭和60年度に実施する

とは有意義である。

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
ﾜた・この実験の円滑な実施を図るととも．1こ・有人サポート技

　、

凾ﾌ各種宇宙実験を行うことを目的とする第

齊沚ﾞ料実験（FMPT）に用いる実験シス

ことを目標に、実験システム及び搭載実験装置の 術の開発に資するため、我が国の科学技術者（ペイロードスペシ テム及び搭載実験装置の開発研究に着手する
開発研究に着手するとともに、搭乗科学技術者の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　； ナリス昌ト）をスペースシャトルに搭乗させるζとは有意義である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

とともに、搭乗科学技術者の養成のための準

養成のための準備を開始したい。　　　　　i

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iQ　実験テーマについては、62件のテーマが第一次選定によって　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　1

@選ばれ、これらについて地上予備実験が進められており、昭和56

備をすることは妥当である。

年度には第二次選定を行って実験テーマが決定される予定である

ので、昭和60年度実験実施を目標とすることは適当であり、実
●

験システム及び搭i険実験装置の開発研究に着手することが必要で

ある。

a　また、ペイロードスペシャリストについては、これまでに行っ

た選抜基準の研究等に基づき、昭和56年度からその募集及び訓
●

1

練のための準備を実施する必要がある。
●

職

4．　第一次材料実験の準備を進めるに当たっては、宇宙開発委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

第二部会報告書「スペースシャトルの利用の推進について」及び

●

節一次材料実験テーマ濯定特別部会報告書に示された実施方策等
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

に従うとともに、広い分野の専門家の協力を得る必要がある。　　　　　　　　　　！

、

また、予備実験のたあTT。500A型ロケットを有効に利用
・一　　　　　■　　　　　　　　　　　　　●o

@●
する．ことが望ましい。　　　　｝　　　　　　　　　　．＿ り　　　　　　，

一燧一
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V 人工衛星系．・共通伎術の分野
r鴨

’　要望され　た事．項 審　　　　議　　　　　経　　　　過　　　　’
●ρ・

@　　審　　　議　　　　結　　　果
1．　大型人工衛星技術

（科学技術庁）

昭和60年代に予想される各種大型人工徳星の 1．　昭和60年代には、大型の中高度三軸衛星及び静止三軸衛星の
　　　　　　　　　　　　　’

ｺ和60年代の衛星需要の動向を十分考慮
打ち上げに対処するため、中高度三軸術星の高精 打ち上げ難が多くなると予孤1されるので、これに対処するため

の上、大型の中高度三軸衛星の高精度バス機

度バス機器及び静止三軸衛星バスの研究に着手し の研究を行うことは有意義である6 　5

寀yび大型の静止三軸衛星バスの研究を行うこ

たい。　　　　　　　　　　　　　　　； 2’この蝉・大型の匹敵三軸催1こつし・て1システム研究、ス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

とは妥当である。

1

ターセンサー等を使用した高精度三軸姿勢制加系の研究箏、高糀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i皮パス機器の研究を行うとともに、大型の静止三軸衛星バスの研

：

究を行う必要がある。

a　研究に当たっては、将来の衛星需要の動向を十分考慮し、でき
●

；

る限り多様のミッションに対応しうる構想とする必要がある。

，

a　宇宙用軸受

（科学技術庁）

人工衛星の長寿命化、姿勢制御の高精度化を目 1．　人工衛星の長寿命化、姿勢制御の高精度化のためには～長寿命」
人工衛星の長寿命化、姿勢制御の高精度化

的とする宇宙用軸受の研究に着手したい。 かつ」酔止摩擦の少ない宇宙用軸受が必要であり、それについて　　　　　　　　6

を目的とする宇宙用軸受の研究を行うことは　◎

研究を行うことは重要である。 妥当である。
｝
2宇宙用軸受÷しては・接触型軸受と非接羅軸受が考えられる。

●

接触型軸受にづいて、潤滑剤の補給源として自己潤滑性複合材料

○
旧いること些より・その麟二二渦精白を図ること前能

であると考えられる。i　　　　　　　　　　・

　　　　　ρ噤@の　o　一
@　　　　　　　一　　　　　●　，　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　・4　　　　．

また・非接触型軸受1とついては、これまでの基礎的な研究にま

り・宇宙用磁気軸受について峨舳見通噸しカ1得られている。 ●　　　　・　7　・　　　　　　　　　　　　・’r。　，　：

@　　　　　　　　　　　　●’●齢　。　●●｝層■　．　●

：：

白14一
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その他の施策
，　　要　望　さ　れ　た　事　項　　　　　　　　、

審　　　　議　　　　経　　　　過　　　　　・ 審　　　・議・　　結　　　果

1．　研究開発の強化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

（科学技術庁）
’　　o

実験用鹸止通信衛星（ECS－b）の不具合に
　　　　　　　　　　　　　　　　　塾
ｵ　実験用静止通信衛星（ECS－b）の不具合にかんがみ、今後 自主弓術開発及び信頼性の確保等を積極的

かんがみ、今後の宇宙開発を着実に推進するため、 の宇宙開発を着実に推進するため、人工衛星等に関する技術開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，ﾉ準めるため、宇宙開発事業団のプロジェク

人工衛星等に関する技術開発の長期的見通しφも ．の長期的見通しのもとに自主技術開発及び信牽性の確保等をより 　5
g開発体制及び筑波宇宙センターの研究開発

とに自主技術開発及び信頼性の確保等についてよ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　， 積極的に平めていくことは重要であると考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

休制を一層強化充実し、重要部品・材料等の
り積極的に進めていくものとし、宇宙開発事業団　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

ﾌプロジェクト開発体制及び同筑波宇宙センター

2　このため、宇宙開発事業団のプロジェクト今町体制の増強を図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

@ること並びに筑波宇宙センターの研究朋鞘部門の増強及び施設の

国産化の推進、品質管理の強化等を図ること

ﾍ妥当である。

．の研究開発体制を一層強化充実するとともにt重 拡充により研究開発体制の一層の強化を図ることは妥当である。 また、宇宙開発事業団と国立試験研究機関、
要部品、材料等の国産化の推進、監督、検査ξ品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1R．　宇宙用電子部品・機工部品及びアポ7モー・タの研究開発等を進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

大学、民間の閲係祇三等との聞の必要な共同

質管理の強化等を図りたい。　　　　　　　　1 め・簸部品・材僻の国産化の擁、品質鯛の強化等を図る’

また、国立試験研究機関等と宇宙開発事業由と ことは妥当である。
o　“

の間の必要な共同研究、人材の旗艦を積極凶に

юiしたい。

4．　宇宙開発事業団と国立試験研究機関、大学1、側帯の関係不尽閲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

．f

D・

の効率的かつ着実噸推進を図るうえで望ましい。．　　　9・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●

，

9

●

●　　　　　　　　　　　　　　6

1
’
f
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あ と　　が　　き

宇宙1脱の縮化に伴い・醒の要望は鈎多灘及んでいる。一方、鰍

川静止通信衛星の打上げ結果に鑑み、自主技術の育成が急務となっているが、

資金面及び開発機関の人材の面には限りがあり、又、衛星の打ち上げ機会も制

約されている。こうした実情に照らし、今燦は国の宇宙開発計画の長期的展望

に則し、衛星バス技術、搭載ミッション機器技術等について重点的目標を定め、

傾斜した開発を行うことによって技術の速やかなかλ1養を図乙こと、並びにミ

ッション要望の性格を明確にした上で、それに基づく利用と技術開発との論和

のとれ燗発緬の策定及び韻負担のあり方、麟体制の励方等の縣的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
整理を行うことが必要である。　　　　　　　　　i

●

一‘6一

（参考1）

　　　　　　　第一一部会における審議の進め方について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和55年6月27日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙關発委員会第一部会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　決　　　定

　　ロL　当部会は、関係各機関から宇宙開発委員会に提出された「宇宙開発計●

　画！昭和54年度決定）」の見直しに関する要望事項について、次のよ

　うな観点から調査審議を行うこと乱する。

　　なお、この調査審議は実験用静止通信衛星（ECS：一b）の打上げ結

’果の評価を踏まえて行うこととする。

11｝要望された事項を特定の時期までに達成することの必要性、緊急性

12｝要望された事項を特定の時期までに達成することの技術的可能性

｛31宇宙開発政策大網に示された諸方針との整合性

　〔4｝宇宙開発に関連する技術の系統的育成及び国産化

15｝射場の打上げ能力、必要な地上施設の整備等関連する他のプログラ

　　ムとの関連

a　このため、衛星系分科会及び愚挙系分科会において、それぞれ次の所’

掌に埜ついて、’昭和56年度の宇宙開発開係経費の見積り方針に反映さ

せるべき事項について審議する。

U，衛星系分科会

　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　人工衛星、人工衛星サブシステム、人工衛星に関する試験施設、追

　’跡管制等地上施設、ソフトウエア等に関すること。

②　輸送系分科会

　　　ロケットなど宇宙輸送系、宇宙輸送系サブシステム、宇宙輸送系に

　関する試験施設、射場等地上施設、ジフトウエア等に関すること。
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（参考2）

分科会長

専i円委員

村
田

チ
　
　
ヨ

望
そ

田
ロ
　
野
條
村
原
畑

．
廣
川
平
河
西
沢
高
田

　　　　　ロ　　　し

第一・部会衛星系分科会構成員

民　也

　　亨

　　へ　　実

寅之輔

　　卓

哲　夫

利　彦

吉卑
　　靖

浄　治●’

彦
夫
俊
秀
本
図

累
層
脳

中’原　裕　一

中　山’勝　矢・

西　　　周　次

西　村　埃　二

長谷川　幸　雄

林　　友　直．．

平　山　　　博

　　　　　　　　　　　（・5　0音’旺r｛♪

東京大学宇宙航空研究所長一

郵政省電波研究所総合研究官

割腔版門門津蛎晶
帯治大学工学部教授　ド

松下通信工業㈱常務取締役

　　　　　　　　　　　三菱電機㈱竃子事業本部顧問’　　　　　　／

日本7E気㈱担当常務理事
日本放送協会技暇専撫事

　　　　　　　　　　｝
日本電信電話公社研究開発木部長

宇宙開発那業団衛星設計
　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　第1グループ総括開発部員
　　　　　　　　　σ　　　；

東京大学海洋研究所教授
　　　　　　　　　　．i
科学技

　　　　　　　　　．宇軍グループ総合研究官

棘芝浦電嵭?轣E・，
工業技術院電子技術総合研究所極限技術部長

吟翰省電子航法研究所衛星航法部長

国土地理院卿官・∫●ピ　　　　・
　　　　　　　　　…．
㈱日立製作所通信機事業部早

耳京大学宇宙航空即興鞭

早騨麹欄撫　　　’
　　　　　　　響曾●，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

一ノグー

専門委員　　松

　　　　　　松

　　　　　　宮

　　　　　　山

　　　　　　山

’
，

本
本

崎
崎

一
士
．
嘲
昭
市

誠
高
憲
’
　
晃

山　内　正　男

吉’ c　純

気象庁気象衛星センター所長

適信・放送衛星機構理事

国際電信電話㈱副社長

海上保安庁水生部編暦課長

富士通インターナショナル

　　　噸　　　　　　エンジニアリング㈱専務取締役　’

宇宙聞発事業団理班長

沖電気㈱技術木部企画統括担当部長

1

～
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